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所 属 教育委員会 特別支援教育課

担当(係)名 自立支援担当 内線 3557

特別支援学校の就労支援の充実

＜子育て支援対策臨時特例基金事業＞

１ 事 業 費 【財源内訳】 【主な使途】

２２,２１０ 一般財源 22,210 報償費 5,645（ｷｬﾘｱｱｯﾌﾟ推進会議等謝金）

（前年度 ２０,４００） 旅 費 6,865（企業訪問等旅費）

委託料 3,840（自立支援員等委託）

２ 背 景 ・ 現 状

特別支援学校における高等部卒業生の就労については、依然厳しい雇用情勢が続

くなか、今後卒業生の増加に伴い、一般企業等へ就職を希望する生徒も増えること

から、新たな就労支援システム（岐阜県版デュアルシステム）を構築するなど高等

部生徒の働く力を育成している。また、「働きたい！応援団 ぎふ」登録制度を創

設し、就労支援の強化に取り組んでいる。

３ 事 業 目 的

企業内作業学習と校内作業学習を柱とする「岐阜県版デュアルシステム」を推進

し、「働きたい！応援団 ぎふ」登録企業の拡大に取り組み、高等部卒業生の就労

支援の充実を図る。

４ 事 業 概 要

＜岐阜県版デュアルシステムの推進＞

・企業内作業学習実施校の拡大（モデル校：３校(H22)→７校(H23)）

・新たな作業学習（喫茶、製パン等）のマニュアルの作成

・就労に直結する作業学習（建物清掃等）の教科書・指導書の作成

・特別支援学校ブランド「MERGE＆HOPES」製品の拡大

＜「働きたい！応援団 ぎふ」登録制度のＰＲ等による協力企業の拡大＞

・企業訪問による登録企業の拡大、経済団体等への働きかけ

（款）１０教育費 （項）６特別支援教育費 （目）(2)特別支援教育振興費

（明細書事業名）○教育振興費

子ども自立支援トータルサポート事業費

特別支援学校 企 業

岐阜県版デュアルシステムの推進
戦力となる人材を共同で育成

企業内作業学習の拡大

◆実施校の拡大

◆地元企業との連携

職業教育・就労促進サポート体制の構築
働きたい！応援団 ぎふ登録制度 サポート企業の拡大

校内作業学習の充実

◆雇用ニーズにマッチした

校内作業学習の開発
◆作業工程のマニュアル化


